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皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
令
和
５
年
卯
年
の
新
春
を
健
や
か
に
迎
え

ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対
策
も
緩
和

さ
れ
、
年
末
年
始
の
人
出
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に

戻
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
感
染
者
数
は

第
8
波
と
し
て
増
減
を
繰
り
返
し
、
高
齢
者
の

重
症
化
も
減
少
し
て
い
な
い
現
在
で
あ
り
ま
す
。

今
後
は
「
コ
ロ
ナ
と
共
に
・
W
I
T
H
コ
ロ
ナ
」

を
意
識
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　

　

さ
て
、
昨
年
は
明
る
い
話
題
が
少
な
か
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
、
円
安
に
よ
る
物
価
上
昇
の
影
響
に
よ

り
、
私
達
は
大
き
な
経
済
的
打
撃
を
受
け
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
継
続
す
る
な
ど

で
、
明
る
い
兆
し
が
見
え
な

い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
何
と

か
、
も
と
の
生
活
に
戻
る
よ

う
に
誰
も
が
望
ん
で
い
る
と

思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
す
が
、

大
阪
で
は
、
2
0
2
5
年
に

「
大
阪
・
関
西
万
国
博
覧
会
」
の
開
催
準
備
が
着
々

と
進
ん
で
お
り
ま
す
。「
大
阪
・
関
西
万
博
」
を

起
爆
剤
に
、「
明
る
い
・
元
気
な
大
阪
」
を
取
り

戻
し
て
、
こ
の
明
る
い
・
元
気
な
波
が
全
国
に

広
が
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。
そ
し
て
、

こ
の
一
因
を
大
阪
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
が

担
う
事
が
出
来
れ
ば
幸
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
６
月
に
は
、
大
阪
ビ
ル
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
協
会
の
創
立
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。
式

典
を
粛
々
と
執
り
行
い
、
会
員
皆
様
と
60
周
年

を
お
祝
い
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う

か
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
頂
け
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
期
も
あ
と
5
ヶ
月
を
残
す
こ
と
と
な
り
、

協
会
の
委
員
会
・
部
会
に
お
き
ま
し
て
は
「
会

員
交
流
・
講
演
会
・
セ
ミ
ナ
ー
・
見
学
会
」
な
ど
、

コ
ロ
ナ
対
策
を
実
施
し
計
画
通
り
に
事
業
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。「
会
員
の
た
め
の
協
会
・
お

役
に
立
て
る
協
会
」
を
常
に
念
頭
に
置
い
て
協

会
運
営
を
考
え
て
、
今
年
も
一
歩
一
歩
、
確
実

に
活
動
を
拡
げ
て
行
き
ま
す
の
で
、
会
員
皆
様

に
は
ご
理
解
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
が
会
員
皆
様
に
と
っ
て
実
り
あ
る
素
晴

ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
大
阪

B
1
階
「
ウ
ィ
ス
テ
リ
ア
」

　

労
務
委
員
会
で
は
、
働
く
従
業
員
の
労
務
管

理
に
関
し
て
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

昨
今
の
人
手
不
足
と
賃
金
の
上
昇
、
労
働
保

険
収
支
の
悪
化
に
伴
う
労
働
保
険
料
率
の
上
昇

の
懸
念
な
ど
企
業
経
営
を
圧
迫
す
る
課
題
が
山

積
で
す
。

　

労
務
委
員
会
で
は
労
働
災
害
の
防
止
と
安
全

意
識
、安
全
衛
生
意
識
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、

６
月
に
『
労
働
安
全
大
会
』
や
、
９
月
に
『
労

働
衛
生
大
会
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
な
事
業
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
『
安
全
衛
生
標
語
及
び
川
柳
』
で
は
会
員
企

業
皆
様
に
広
く
公
募
し
、
日
々
の
労
働
の
中
で

安
全
・
健
康
意
識
を
高
め
て
頂
き
優
秀
作
品
を

選
定
・
表
彰
し
て
お
り
ま
す
。

　
『
K
Y
T  

危
険
予
知
訓
練
・
リ
ス
ク
ア
セ
ス

メ
ン
ト
実
務
講
習
』で
は
企
業
の
労
務
担
当
者
・

事
業
所
責
任
者
を
対
象
に
安
全
の
先
取
り
に
役

立
つ
講
習
会
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
『
ビ
ル
メ
ン
体
操
の
普
及
』
で
は
健
康
維
持
・

転
倒
等
の
労
働
災
害
防
止
に
役
立
ち
ま
す
。

　

ま
た
、『
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
』
で
は
（
一
社
）

関
西
ガ
ラ
ス
外
装
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
協
会
と
連
携

で
大
阪
市
内
の
ビ
ル
で
実
施
さ
れ
て
い
る
ゴ
ン

ド
ラ
・
ブ
ラ
ン
コ
作
業
、
ロ
ー
プ
吊
り
作
業
の

現
場
視
察
を
行
い
、
安
全
装
備
の
点
検
・
安
全

意
識
の
確
認
等
の
安
全
強
化
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。『
全
国
産
業
安
全
衛
生
大
会
』
へ
の
参

加
や
そ
の
他
に
も
１
年
間
無
災
害
・
３
年
間
無

災
害
企
業
に
対
し『
無
災
害
企
業
表
彰
』を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
業
活
動
の
中
で
委
員
会
に
お

い
て
毎
月
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
『
労
働

者
労
災
通
災
報
告
書
（
労
働
災
害
発
生
状
況
に

関
す
る
レ
ポ
ー
ト
）』
は
、
基
礎
デ
ー
タ
と
し

て
O
B
M
会
員
企
業
は
も
と
よ
り
他
府
県
で
発

生
し
た
重
篤
災
害
の
発
生
状
況
・
原
因
等
を
ま

と
め
、
労
働
安
全
の
大
切
さ
に
つ
い
て
注
意
喚

起
し
、
無
災
害
へ
の
努
力
を
促
す
た
め
に
発
行

し
て
お
り
ま
す
。

　

全
会
員
企
業
の
状
態
の
把
握
の
為
に
も
無
災

害
の
場
合
に
つ
い
て
も
『
災
害
無
し
』
の
報
告

を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
３
月
に
は
安
全
衛
生
・
労
務
管
理
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
予
定
で
準
備
を
す
す
め
て

お
り
ま
す
。
ご
参
加
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
に
携
わ
る
私
た
ち
に

と
っ
て『
安
心
し
て
働
け
る
健
康
職
場
の
実
現
』

は
、
従
業
員
を
労
働
災
害
か
ら
守
る
こ
と
や
人

材
確
保
の
面
か
ら
み
て
も
必
須
の
目
標
で
す
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
に
し
て
転
倒
、
墜
落
・
転
落

災
害
な
ど
を
減
少
さ
せ
る
か
に
つ
い
て
は
、
各

会
員
企
業
の
努
力
の
積
み
重
ね
が
必
要
で
す
。

　

労
務
委
員
会
は
、
大
阪
労
働
局
と
も
歩
調
を

合
わ
せ
、
今
後
も
積
極
的
に
事
業
活
動
を
推
進

し
て
参
り
ま
す
。（

労
務
委
員
会　

長
井　

直
樹
）

委 

員 

会  

・  

部  　

会

■
広
報
委
員
会
　
1
月
20
日
（
金
）
出
席
者
5
名  

協
会
8
階  

小
会
議
室

　
議
案
①　
「
O
B
M
マ
ン
ス
リ
ー
2
0
2
3
年
１
月
号
」
の
編
集
、
校
正
に
つ
い
て

　
議
案
②　
創
立
60
周
年
記
念
誌
に
つ
い
て

■
環
境
衛
生
委
員
会
　
12
月
1
日
（
木
）
出
席
者
11
名  

協
会
8
階   

中
会
議
室

　
議
題
①　
技
術
研
修
会
に
つ
い
て

■
警
備
防
災
部
会
　
12
月
22
日
（
木
）
出
席
者
10
名   

大
阪
市
立
難
波
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー
第
3
研
修
室

　
議
案
①　
講
演
会
に
つ
い
て

　
議
案
②　
警
備
防
災
資
料
作
成
に
つ
い
て

　
議
案
③　
K
K
C
主
催
「
警
備
員
現
任
教
育
」
へ
の
講
師
派
遣
に
つ
い
て

　
議
案
④　
「
第
25
回
暴
力
追
放
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催
に
つ
い
て

■
設
備
保
全
部
会
　
12
月
14
日
（
水
）
出
席
者
20
名  

本
町

　
議
案
①　
各
小
委
員
会
活
動
報
告
に
つ
い
て

　
議
案
②　
2
0
2
3
年
度
事
業
計
画
案
・
予
算
案
に
つ
い
て

労
務
委
員
会
の
取
り
組
み
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１
．
審
議
事
項

①
委
員
会
・
部
会
の
変
更

　
・
環
境
衛
生
委
員
会
（
委
員
の
変
更
）

　
・
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
部
会
（
委
員
辞
退
）

２
．
報
告
事
項

①
賛
助
会
員
退
会
に
つ
い
て

　
八
木
春
産
業
株
式
会
社

　
（
2
0
2
2
年
12
月
31
日
付
）

３
．
全
協
事
業
に
関
し
て

①
2
0
2
2
年
度

　
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能
検
定

　
12
月
13
日
（
火
）〜
1
月
24
日
（
火
）

　
１
級
〜
2
級
実
技

②
ビ
ル
メ
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ア
＆
ク
リ
ー
ン

　
E
X
P
O
2
0
2
3
に
お
け
る
第
18
回
全
国

　
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能
競
技
会
の
実
施

４
．
賀
詞
交
歓
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

５
．
委
員
会
・
部
会
報
告

６
．
そ
の
他

　
・
次
回
の
予
定

　
　
三
役
会
議　
2
0
2
3
年

　
　
　
　
　
　
　
2
月
3
日
（
金
）
14
時
〜　
　
　

　
　
理  

事  

会　
2
0
2
3
年

　
　
　
　
　
　
　
2
月
3
日
（
金
）
15
時
〜



「
年
取
り
の
風
貌
」

笹　

岡　

之　

洋

理　

事

　

今
年
は
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
温
暖
で
過

ご
し
や
す
い
お
正
月
だ
っ
た
。

　

自
宅
近
所
の
神
社
へ
初
詣
に
行
っ
た

ら
、
境
内
の
横
に
は
厄
年
一
覧
が
掲
示
さ

れ
て
い
た
。
ふ
と
こ
れ
を
の
ぞ
き
込
む
と

子
供
が
前
厄
に
当
た
る
こ
と
を
知
り
、
自

分
の
厄
年
も
そ
ろ
そ
ろ
近
づ
い
て
き
た
こ

と
に
気
が
つ
い
た
。

　

厄
年
の
年
齢
は
母
親
の
お
腹
に
い
る
と

き
か
ら
数
え
、
生
ま
れ
た
年
を
1
歳
と
す

る
数
え
年
で
表
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が

多
い
。
新
年
を
迎
え
て
年
を
と
る
数
え
年

で
の
厄
年
の
数
え
方
に
は
地
域
差
な
ど
も

あ
る
が
、
大
抵
は
厄
年
早
見
表
が
掲
げ
ら

れ
て
い
て
、
年
齢
の
横
に
何
年
生
ま
れ
と

表
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
厄
年
の
掲
示

を
見
て
し
ま
う
と
お
祓
い
を
し
よ
う
か
な

あ
と
思
っ
て
し
ま
う
。

　

赤
に
は
厄
除
け
や
魔
除
け
の
効
果
が
あ

る
と
い
わ
れ
昔
は
産
着
に
使
わ
れ
た
。
暦

の
干
支
は
60
年
で
一
周
す
る
こ
と
か
ら
、

生
ま
れ
て
か
ら
60
歳
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で

一
回
り
し
、
赤
ち
ゃ
ん
に
還
る
と
い
う
か

ら
「
還
暦
は
赤
色
」
が
定
着
し
た
そ
う
だ
。

　

自
分
も
生
活
習
慣
病
や
長
か
っ
た
自
粛

生
活
の
影
響
も
あ
り
、
最
近
は
め
っ
き
り

心
身
と
も
に
老
化
が
進
ん
で
き
た
よ
う
に

感
じ
て
い
る
。
気
分
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ

せ
、
健
や
か
な
風
貌
と
な
り
還
暦
を
迎
え

た
い
。
そ
し
て
、
人
生
第
2
の
出
発
の
と

き
に
は
何
を
目
指
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う

か
。

　

と
こ
ろ
で
、
会
社
内
の
年
の
数
え
方
の

表
記
に
つ
い
て
は
、
今
迄
年
号
を
使
用
す

る
割
合
が
多
か
っ
た
が
、
和
暦
の
変
更
が

重
な
り
、
数
え
に
く
い
と
の
意
見
が
多
く

な
っ
て
き
た
。

　

例
え
ば
、
和
暦
か
ら
西
暦
に
変
換
す
る

方
法
と
し
て
、
令
和
5
年
に
18
を
足
す
と

2
0
2
3
年
に
変
換
で
き
る
。
逆
に
西
暦

か
ら
和
暦
に
変
換
す
る
場
合
は
、

2
0
1
9
年
の
下
二
桁
か
ら
18
を
引
く
と

令
和
1
年
と
な
る
。覚
え
方
は
0
1
8（
レ

イ
ワ
）
と
読
む
。

　

昭
和
元
年
は
25
を
足
す
と
1
9
2
6

年
、
1
9
8
8
年
か
ら
下
二
桁
で
25
を

引
く
と
昭
和
63
年
。
同
様
に
平
成
元
年

な
ら
88
を
足
す
と
1
9
8
9
年
、

2
0
1
6
年
か
ら
88
を
引
く
と
下
二
桁
で

平
成
28
年
。
そ
れ
ぞ
れ
、
和
暦
や
西
暦
に

下
二
桁
を
足
し
た
り
引
い
た
り
す
れ
ば
簡

単
に
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
だ
が
、

確
か
に
少
し
面
倒
く
さ
い
。

　
「
明
治
モ
ダ
ン
」「
大
正
ロ
マ
ン
」「
昭

和
レ
ト
ロ
」
と
言
わ
れ
た
だ
け
で
時
代
の

イ
メ
ー
ジ
が
出
来
た
が
、こ
れ
か
ら
は「
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
」「
Z
世
代
」「
α
世
代
」

と
呼
ば
れ
区
別
さ
れ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

今
年
か
ら
会
社
内
の
暦
は
、
数
え
方
が
簡

単
で
何
の
ゆ
か
り
も
な
い
西
暦
を
中
心
に

使
用
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

大
阪
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
も

1
9
6
3
年
に
創
立
さ
れ
、
今
年
6
月
に

な
る
と
創
立
60
周
年
を
迎
え
人
間
で
言
え

ば
還
暦
の
年
齢
と
な
る
。

　

協
会
の
還
暦
祝
い
は
何
が
あ
る
の
だ
ろ

う
か
と
思
っ
た
が
、大
阪
・
関
西
万
博
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
の
よ
う
な
赤

い
飾
り
を
付
け
て
、
協
会
員
で
あ
る
こ
と

の
素
晴
ら
し
さ
を
こ
れ
か
ら
も
「
脈
々
」

と
未
来
に
受
け
継
い
で
い
っ
て
も
ら
い
た

い
。
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　2023 年新年会にて、第 16 回「ビルメンこど
も絵画コンクール」【文部科学大臣賞】「CLEAN 
UP !   太陽系」 義本怜子さん（大阪府・５年生）
の記念品贈呈式が行われました。

事務局からのお知らせ

●清掃作業従事者研修指導者講習会のご案内
・開 催 日：２月 20 日（月）、２月 21 日（火）
・時　　間：９時～ 17 時 45 分（受付は８時 40 分から）
・会　　場：（一社）大阪ビルメンテナンス協会
　　　　　　大阪市西区江戸堀２‒６‒33　江戸堀フコク生命ビル８階　
　　　　　　TEL（06）4256‒5371
・定　　員：新規講習　各日 16 名　再講習　各日 60 名　【先着順】
・受講資格：新規講習…建築物環境衛生管理技術者、ビルクリーニング技能士、
　　　　　　　　　　   清掃作業監督者のいずれかの資格を有している方
　　　　　　再講習……清掃作業従事者研修指導者講習会を修了した方
　　　　　　　　　　   ※認定証の有効期限が切れた場合でも、修了者として扱います。
・受 講 料：10,500 円（本体 9,545 円、消費税 955 円）
　　　　　　テキスト代（5冊）5,258 円（本体 4,780 円、消費税 478 円）　合計 15,758 円
　　　　　　※清掃従事者研修用テキストは 2022 年 10 月 31 日発行の合本を使用します
　　　　　　【但しテキスト代は、大阪協会会員様に限り協会が負担致します。】
・締　　切：２月６日（月）  ※定員に達し次第、締め切らせていただきます
　　

●総務友好委員会からのお知らせ
《第 27 回ＯＢＭボウリング大会のご案内》
・日　　　時　２月 17 日（金）
　　　　　　　集合：18 時　※時間厳守※　開会：18 時 30 分
・会　　　場　心斎橋サンボウル　ＴＥＬ06‒6213‒0303
　　　　　　　大阪市中央区西心斎橋２‒９‒28
　　　　　　　地下鉄心斎橋駅７番出口より徒歩５分
　　　　　　　地下鉄四ツ橋駅５番出口より徒歩３分
・エントリー　16 組（64 名）※１チーム４名・先着順
　　　　　　　（定員になり次第、締め切らせていただきます。）　
・申 込 期 限　１月 30 日（月）
・参　加　費　１チーム（４名）22,000 円
　　　　　　　※当日会場受付にてお支払い下さい。
＊その他詳細は１月 13 日付ＦＡＸにてご案内しておりますので､ご確認下さい。
　お手元にない場合は事務局までご連絡下さい。

●賛助会世話人会からのお知らせ
≪ミニ展示会・講習会開催のご案内≫
・日　　時：３月 15 日（水）13 時～ 16 時 20 分
・会　　場：大阪ビルメンテナンス協会　８階　研修室・中会議室
・ミニ展示会・講習会の出展・講習担当
【講習会】
１. スマイルクリーパー協同組合
２. 株式会社万立
３. 株式会社リンレイ
【ミニ展示会】
１. アイテック阪急阪神株式会社
２. インテックスソリューション株式会社
３. 株式会社オービック
４. スマイルクリーパー協同組合
＊その他詳細は、追ってご案内いたします。

●広報委員会からのお知らせ
OBMフォトコンテスト締切間近！ 2月末日です。奮ってご応募ください！

５. 株式会社阪和
６. 株式会社マキタ
７. 株式会社万立
８. 株式会社リンレイ
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2
0
2
2
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
波
も
少
し
穏
や
か
に
な
り
、
世
の
中

の
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
が
戻
り
、
人
知
れ
ず
胸
が
躍
り
わ

く
わ
く
し
た
年
で
あ
っ
た
。

　

大
の
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ン
で
あ
る
。
中
で
も
バ
イ
ク
好
き

な
ら
誰
も
が
知
っ
て
い
る
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
で
行
わ
れ
る
鈴
鹿
8
時

間
耐
久
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
（
鈴
鹿
8
耐
）
及
び
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
リ
ゾ
ー

ト
も
て
ぎ
で
行
わ
れ
る
M
o
t
o 

G
P
（
世
界
最
高
峰
の
バ
イ
ク

の
戦
い
）
は
有
名
で
あ
る
。
こ
の
20
年
欠
か
さ
ず
鈴
鹿
8
耐
、

M
o
t
o 

G
P
レ
ー
ス
を
観
戦
し
て
い
た
が
、
両
レ
ー
ス
と
も
中

止
と
な
っ
て
い
た
。
2
0
2
1
年
が
終
わ
り
、
年
が
明
け
て
3
年
ぶ

り
に
開
催
が
発
表
さ
れ
、
チ
ケ
ッ
ト
発
売
当
日
、
い
つ
も
の
よ
う
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
購
入
し
よ
う
と
し
た
が
、
中
々
購
入
サ
イ
ト
に

つ
な
が
ら
ず
、
ハ
ラ
ハ
ラ
し
な
が
ら
1
時
間
か
け
て
や
っ
と
チ
ケ
ッ

ト
を
購
入
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
今
ま
で
こ
ん
な
こ
と
は
あ
ま
り
記

憶
に
は
な
か
っ
た
が
、
同
じ
よ
う
に
待
ち
に
待
っ
て
い
た
フ
ァ
ン
が

大
勢
い
る
の
だ
と
思
う
と
、
い
つ
も
以
上
に
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
っ

た
。

　

鈴
鹿
8
耐
（
ラ
イ
ダ
ー
は
2
名
か
ら
3
名
で
交
代
制
）
は
毎
年
真

夏
の
昼
間
か
ら
日
没
ま
で
開
催
さ
れ
る
、
過
酷
な
暑
さ
と
の
戦
い
の

レ
ー
ス
。
8
時
間
の
中
に
は
、
い
ろ
ん
な
ド
ラ
マ
が
あ
る
。
そ
の
ド

ラ
マ
の
最
後
に
は
必
ず
〝
感
動
〞
と
い
う
言
葉
し
か
出
て
こ
な
い
。

そ
の
感
動
の
ド
ラ
マ
を
観
る
た
め
感
じ
る
た
め
に
、
観
戦
し
て
い
る

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
バ
イ
ク
は
市
販
車
ベ
ー
ス
に
レ
ー
ス

用
の
キ
ッ
ト
を
組
み
込
ん
だ
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ク
。
1
0
0
0
㏄
ま
で

の
4
ス
ト
ロ
ー
ク
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
。
決
勝
は
予
選
順
に
バ
イ
ク
を

1
列
に
並
べ
て
、ラ
イ
ダ
ー
は
そ
の
向
か
い
に
並
び
合
図
と
と
も
に
、

バ
イ
ク
ま
で
走
っ
て
ス
タ
ー
ト
す
る
ル
・
マ
ン
方
式
。ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
掛
け
声
に
よ
り
観
戦
者
全
員
で
ス
タ
ー
ト
前
の
10
秒
、
終
了
前
の

10
秒
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
行
う
の
が
恒
例
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

が
ま
た
何
と
も
言
え
な
い
一
体
感
が
あ
っ
て
興
奮
す
る
。
ス
タ
ー
ト

し
て
か
ら
8
時
間
の
間
で
サ
ー
キ
ッ
ト
の
周
回
数
を
競
う
の
だ
が
、

途
中
バ
イ
ク
が
故
障
、
転
倒
を
し
て
走
る
こ
と
が
で
き
ず
、
途
中
棄

権
す
る
か
自
力
で
ピ
ッ
ト
ま
で
戻
っ
て
こ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ

の
20
年
の
中
で
、
炎
天
下
、
へ
と
へ
と
に
な
り
な
が
ら
押
し
て
戻
っ

て
き
た
ラ
イ
ダ
ー
、
故
障
し
た
バ
イ
ク
を
ピ
ッ
ト
で
修
理
し
て
再
ス

タ
ー
ト
し
た
ラ
イ
ダ
ー
、
最
後
ま
で
何
事
も
な
く
走
り
続
け
た
ラ
イ

ダ
ー
達
を
観
て
き
た
。
そ
う
し
た
中
で
日
没
後
の
ゴ
ー
ル
フ
ラ
ッ
グ

を
受
け
て
8
時
間
走
り
ぬ
い
た
ラ
イ
ダ
ー
達
が
、
観
客
に
手
を
振
っ

て
く
れ
る
、
そ
れ
に
答
え
る
観
客
は
、
ペ
ン
ラ
イ
ト
で
「
お
疲
れ
様
」

と
伝
え
る
。
感
動
の
瞬
間
で
あ
る
。

　

M
o
t
o 

G
P
は
、
世
界
各
国
を
回
り
な
が
ら
レ
ー
ス
を
行
っ

て
お
り
、
日
本
に
は
1
年
に
1
回
秋
に
行
わ
れ
、
世
界
の
ト
ッ
プ
ラ

イ
ダ
ー
た
ち
が
来
日
、世
界
一
の
タ
イ
ト
ル
を
競
う
レ
ー
ス
で
あ
る
。

こ
こ
で
走
っ
て
い
る
バ
イ
ク
は
排
気
量
1
0
0
0
㏄
時
速
３
4
0
㎞

か
ら
た
っ
た
6
秒
で
60
㎞
ま
で
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
が
で
き
る
モ
ン
ス

タ
ー
マ
シ
ン
で
あ
る
。
こ
の
モ
ン
ス
タ
ー
マ
シ
ン
を
操
縦
し
て
い
る

の
は
、
身
体
能
力
が
も
っ
と
も
優
れ
た
ラ
イ
ダ
ー
達
で
あ
る
。
ま
た

モ
ン
ス
タ
ー
マ
シ
ン
を
作
り
上
げ
て
い
る
の
は
、
世
界
最
高
の
敏
腕

メ
カ
ニ
ッ
ク
達
。
そ
ん
な
モ
ン
ス
タ
ー
マ
シ
ン
が
駆
け
抜
け
る
音
に

感
動
と
興
奮
が
冷
め
や
ら
ず
、
こ
の
時
間
を
ス
ト
ッ
プ
し
て
！　

と

毎
回
思
っ
て
い
る
自
分
が
こ
こ
に
い
る
。
2
0
2
3
年
今
年
も
感
動

と
興
奮
を
感
じ
る
た
め
、
レ
ー
ス
観
戦
に
行
く
ぞ
！　

と
ひ
っ
そ
り

思
っ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｋ
・
Ｙ
）　

　
　
　

10
秒
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

.................................................................................................................
へんしゅうざっかん

編集雑感

ビルクリーニング技能検定基礎級（～ 27日）

ビルクリーニング技能検定随時２級・随時３級
ビルクリーニング技能検定基礎級（～ 10日）

ビルクリーニング科通信訓練学科専攻科集合訓練（～ 16日）

建築物排水管清掃作業従事者研修（大阪会場）

ビルクリーニング科通信訓練学科専攻科修了時試験

KKC清掃作業従事者研修

KKC清掃作業従事者研修

令和 5年 2月・3月に開催予定の講習は下記のとおりです。

詳細は、既に会員企業様にお送りしている開講案内、又はＫＫＣホームページ

（https://www.bmkkc.or.jp）にてご確認ください。

令和 5年 2月・3月に開催予定の講習は下記のとおりです。

詳細は、既に会員企業様にお送りしている開講案内、又はＫＫＣホームページ

（https://www.bmkkc.or.jp）にてご確認ください。

●派遣元責任者講習

労働者派遣事業に必要な派遣元責任者講習です。「労働者派遣事業関係業務取扱要領」で定

められた時間と内容で実施し、講習当日の最後に労働者派遣事業の許可申請・更新の手続及

び派遣元責任者の就任のために必要な「受講証明書」を交付します。

＜日　時＞ 令和 5年 2月 2日（木）9時 30 分～ 17 時 15 分

＜会　場＞ エル・おおさか

＜申　込＞ ＫＫＣホームページからお申し込みください。

●貯水槽清掃作業従事者研修

修了者には「修了証書」を交付します。

＜日　時＞ 令和 5年 2月 27 日（月）9時～ 17 時

＜会　場＞ 江戸堀フコク生命ビル研修室

＜対　象＞ 「建築物における衛生的環境の確保に関する法律（建築物衛生法）」第 12 条の２

　　　　　 第１項第５号の登録を受けている事業所及び受けようとする事業所の従事者

＜申　込＞ 開講案内裏面の申込書にてお申し込みください。

●清掃作業従事者研修

修了者には「修了証書」を交付します。

＜日　時＞ 令和 5年 3月 1日（水）9時～ 17 時

＜会　場＞ 江戸堀フコク生命ビル研修室

＜対　象＞「建築物における衛生的環境の確保に関する法律（建築物衛生法）」第 12 条の２

　　　　　 第１項第１号及び８号の登録を受けている事業所及び受けようとする事業所の従

　　　　　 事者

＜申　込＞ 開講案内裏面の申込書にてお申し込みください。

2月・3月2月・3月2月・3月労務委員会（別会場）

三役会議・理事会

ビルクリーニング部会（別会場）
建国記念の日

経営委員会

公益・契約委員会　　設備保全部会

労務委員会　　警備防災部会　　ボウリング大会　　

広報委員会　　設備保全部会小委員会（外部）
清掃作業従事者研修指導者講習会（新規①・再①）

万博推進委員会全体会議
清掃作業従事者研修指導者講習会（新規②・再②）

天皇誕生日
環境衛生委員会

Ｋ Ｋ Ｃ お 薦 め 講 習 会

申込・問合先：一般社団法人関西環境開発センター（ＫＫＣ）教育訓練部
　　　　　　　～講習会のご案内はホームページで随時お知らせいたします～

電　話：０６－６８３６－７６５１　ＦＡＸ：０６－６８３６－７６５３
E-MAIL：bmkkc@swan.ocn.ne.jp　URL：https://www.bmkkc.or.jp/

●退会　　〔賛助会員〕
 （2022 年 12 月 31 日付）八木春産業株式会社・

会員だより
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